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福島市、日立市、丸森町におけるCs-134, -137, Be-7の大気中放射能の測定
Radioactivity measurements for air-dust samples around Fukushima prefecture
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東日本大震災を原因とする福島第一原子力発電所の事故により、大量の放射性物質が環境中に拡散した。我々はこれ
ら放射性物質の環境中での沈着や、再浮遊といった移動過程の評価のために、福島県福島市、茨城県日立市、宮城県丸
森町における大気中エアダストの放射能測定を継続して行っている。
大気中の放射性物質濃度は、高純度半導体ゲルマニウム検出器にて定量した。134Csおよび 137Csの定量に加えて、環

境中のグローバルな大気中浮遊塵の移動のモニターとして、7Beの定量も行った。
講演ではこれら放射性物質の濃度の場所依存と時間変化、また 7Beとの相関について議論する。

キーワード:大気中浮遊塵,放射能,放射能測定
Keywords: Air dust, Radioactivity, Radioactivity measurement

1/1


